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チコにもっと愛を！ 2019.7.6.

加藤 賢一

ティコ・ブラーエ (1546-1601)

 位置計測が天文学に与えた影響の例

 デンマーク、正真正銘の貴族

Tyge Ottesen Brahe 
Tyge [ty:j] テューイェ［男子名］，［姓］

Ottesen [�d�sn ] オデスン［姓］

Brahe [brα:α] ブラーア［姓］

 Tycho Brahe:テュコ・ブラーア

かつてデンマークは広かった

チコの領地はノルウェーNordfjordにもあった

生誕地

周囲：8,160歩
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1663年の地図。中央、ウラニボリ（＝天空の城）天文台。

下、ステルンボリ（ウラニボリの南と言うが）
最長約３マイル

A. Uraniborg.
B. Stjerneborg Observatory.
D. Workshop.
K, L, M. Fish-ponds.
G. Paper-mill. 

全周約14km
チコはこれを8,160歩で歩
いた。
1歩平均1.7m！

(2)Uranienborg ウラニボリ
デ：ウラーニェンボー

1576.5.23.：国王フレデリクからベーン
を領地に
1576：ベーンの調査、8月起工
1581.秋、落成
1597：コペンハーゲンに転居、亡命

（新国王の貴族潰し政策）

1578：領民から訴え。使役。却下

1580：領民から同じ訴え。1581：領民
の敗訴

これが後日、支援打ち切りの材料の
一つにされた

入植地：ツーナ、４０軒

チコの住民への負荷：
各家から毎週成人男性２労働日
通常の税はなし

1862：ヘンリック・ハンソン

北：
使用人用

南：
印刷所

西：入口

東：入口

木の柵
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1階床面

錬金術実験室

食料その他用倉庫
井戸
牢獄

２階中央、東：
王の間、皇后の間

主観測室
補助観測室

３階：助手、学生用居
室、暖房同なし、８室

２階西：夏の食堂

19m １階：居室、客室、台所、図書室、壁四分儀

壁四分儀
1587年完成

図書室
大天球儀

石炭庫

冬の家族居室、
食卓
研究室

台所

材木置き場

F、G：客間

Dの壁は一部破ら

れ、入り口室が暖
房化

噴水

小真鍮・金製四分儀
(3)主観測所：Stｊerneborg スターニボリ

デ：スチェアネボー
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対称性へのこだわり

A：入口
B：研究室（暖房）

C：大アーミラリー
D：中方位角四分儀
E：黄道アーミラリー
F：大方位角四分儀
G：六分儀

S：未完の地下道

下が北、ウラニボリ
の方向

C:大アーミラリー D：中方位角四分儀

E：黄道アーミラリー F：大方位角四分儀 G：六分儀

現在は博物館 ティコの天文学と天文台(1)

 新星1572と彗星1577 － 日周視差なし

 まず、プトレマイオスかコペルニクスか

－新星、彗星は月より遠い

－彗星は太陽に近づくとスピードアップしたから、楕円状に太陽を周回

－コペルニクスが良い

■しかし、地球が動くのはだめだ（チコの限界、これが不動の原点に）

●地球中心・太陽周回モデルだ！ では、その配置は？⇒火星の視差
1583年、火星に５分の視差発見

1585年の接近では負に！！

1587年、5.8分の視差！ 太陽より近づく ⇒ 太陽軌道を横切って火星が接近。チコモデル

 ライバル・ウルサス＝ニコラウス・ライマース・ベアへの対抗意識

 不動地球のモデルの選択
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ティコの宇宙（太陽系）モデルと火星へのこだわり

 ライバルのウルサスことニコラウス・ライマース・ベア 1588

 太陽と火星軌道の大きさに注意

ティコの天文学と天文台(2)

 測定精度向上の研究・開発

 自分で装置を作り、成果を出版する

 工房、製紙工場、印刷所

 地下天文台（防風対策）

 集団作業体制

 それを支える研究・休養施設

 見学者スペース

 その後、このコンセプトで天文台が作られるようになったのは20世紀！

チコにもっと愛を！

皆さま、お元気で！
ありがとうございました。

終


